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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 2 0 2 0 0 0 2 0 2 1 1 2 0
2 * 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 5 15 0 0 3 5 8 13 1 1 1 3
6 0 0 2 2 3 0 0 1 0 2 2 4 0 0 0
7 * 0 6 6 11 5 6 2 4 9 13 2 0 0 1
11 * 0 0 2 3 0 0 1 0 4 4 0 0 0 0
23 * 0 2 1 4 0 0 3 1 2 3 2 0 0 0
31 0 0 1 2 5 0 0 1 1 4 5 0 1 1 0
45 0 0 1 3 6 0 0 4 2 3 5 1 1 0 0
51 * 0 2 2 6 3 3 1 1 4 5 1 2 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
0 17 23 55 8 9 17 16 36 52 12 6 5 4

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 2 0 3 0 0 1 0 1 1 1 1 1 0
3 * 0 2 1 1 0 0 1 1 2 3 0 1 0 0
12 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
13 0 0 0 2 8 0 0 0 2 3 5 0 0 1 0
14 * 1 2 5 14 1 2 2 2 6 8 3 1 0 1
16 0 0 0 0 2 0 0 2 1 0 1 0 0 0 0
17 * 0 0 7 18 6 9 1 2 2 4 0 0 2 1
23 * 0 4 0 1 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0
25 * 0 5 3 6 0 0 3 2 6 8 1 1 2 0
29 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
32 0 0 0 1 2 0 0 1 1 2 3 0 0 1 0
55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
77 0 0 0 2 3 1 2 0 2 0 2 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
1 15 21 60 8 13 13 13 23 36 7 5 7 2

２０１８年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:
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太田 麗嗣 -

61.5%

Team / Coach:

合　　　計
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大阪大学

№ Ｓ 選　手　名
ＦＴ

藤井 遼 0

5

３Ｐ

西田 辰巳

武本 研 ビクトー

0

10 25

山下 輝 17 32
12

21
16

19

-

-
-
-

-

0 -
0

茂刈 皇希

-

田中 翔大 4

7
鈴木 博之 6

0 -
0 -
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開始時間

大阪商業大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MIN
ＦＴ

Ｆ
REBOUND

TO BSST

高山 瑠晟 2

53

敗チーム

18

25

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

勝チーム

54

勝ち点 2

11:40
会　　場 関西大学　東体育館

大阪商業大学

森山 侑輝 4

男子 2部リーグ戦

PTS

227

試 合 日 2018.09.23

杉 信男 4

記録 関西学生バスケットボール連盟

22
笠井 大空 0 10
笠井 大地

大阪大学

主審 浮池 亮太 副審 藤田 公介

勝ち点 2コ ー ト

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦6日目の第二試合目は勝ち点1と苦しい期間が続く大阪商業大学とこちらも接戦を制せ
ず勝ち点が伸びない大阪大学の一戦。試合の序盤から両者激しいディフェンスにより素晴らしい攻防が繰り広げられたが、身長
の高さで有利な大商大が試合を大きくリードする展開が続く。一時は大阪大が逆転するも最後は大商大の意地のディフェンスに
より大商大が勝利した。

【第1ピリオド】
序盤大阪商業大学のバスケットカウントにより3点を先取するも、両者とも激しく粘り強いディフェンスにより点が取れない状態が
続き、しかし大商大学#3武本のオフェンスリバウンドからの得点により点差が開いていく。一方で大阪大はイージーシュートのミス
が目立つ。20‐9で大商大リード

【第2ピリオド】
第1ピリオドと同様両者激しく粘り強いディフェンスが続く特に目立ったのは大阪大#1西岡、#14長谷のボールマンへの激しい
プレッシャーである。大商大#1笹井の速攻でのパスコントロールが良かった。大商大のディフェンスリバウンド時のボックスアウト
が全員でしっかりできていたことによりディフェンスリバウンドが良くとれていた。34-21で大商大リードで前半終了。

【第3ピリオド】
開始早々大商大#7山下の3Pシュートや#3武本のシュートブロックにより大商大が主導権を握ったと思われたが、大阪大による
速攻からの連続得点により大阪大が完全に主導権を握る。また大商大のパスミスが目立ち出した。その後バスケットカウントによ
り大阪大が逆転する。43‐40で大阪大リードで最終ピリオドを迎える。

【第4ピリオド】
第4ピリオドに入っても両者の激しく粘り強いディフェンスは変わらないが、大商大#3武本の連続得点により44‐43で大商大が逆
転する。さらに大商大のディフェンスが輝きを増し、大阪大のオフェンスを連続で防いでいく。タイムアウトをきっかけに大阪大に
も得点が生まれ再び激しく粘り強いディフェンスが復活する。両者譲らないまま53‐54大商大リードで残り1分を切る。残り5秒大阪
大が最後のシュートを放つが惜しくも入らず53‐54で大商大の勝利。

試合ＮＯ

戦評 眞木・谷口（びわこ）
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長野 航平 4 15
長谷 保範 14 30
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西岡 俊介 0 13
村上 雅人 2 12
上野 亮佑 0
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黒崎 穂高 0 9
飛田 拓海 20
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